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内部循環充実化へのみちのり 

     マッチング＝つながり 
 
  と言う視点で、地域の「休眠資源」を 
  リノベーションして再生。 
 
 2015年度から現在までの取り組み例 
・石森地域活性化事業実行委員会との協働 
・地域住民、事業所、行政、企業の支援や連携 



①休眠資源（店蔵）をリノベー
ションし、居場所をつくる 
 →子育て駄菓子屋の必要性 

   コンビニ 
・便利 ・24時間 
・必要な物がある 
・店内配置を記憶 
・無言で買える 
・払ってもらえる 
・収益は地域外へ 

   駄菓子屋 
・コンビニとは真逆 
・友達と一緒の居場所 
・大人社会に入る 
・計算知識 
・対人スキルが必要 
・収益は地域内へ 

マッチングによる地域課題解決例 



②現場で磨くキャリア教育（人材育成） 

→地域団体と連携して取り組む事業に、高
校生が自発的に参加してボランティア活
動が充実化（１人⇒２０人） 

→事業継続の資金づくりをアドバイス 

マッチングによる地域課題解決例 



③休眠資源の再生で地域経営資金を 
 生み出す。 
→耕作放棄地を再生。大豆を植えて味噌や
納豆に加工して共感者で買い取り、地域
経営の資金として活用する。 

マッチングによる地域課題解決例 



④休眠資源を再生して実施した事業で地域
経営資金を生み出す。 

→毎月1回手づくり市を開催 
出店料収入の一部を、今後グループとし
て活動する際の準備金とする。 

 

マッチングによる地域課題解決例 

  ３年間の実施結果 
①交流人口の増加（全体の60%が地域外=28,000 人）（登録者130名中40％沿岸部） 
②休眠資源の再利用（店蔵、旧幼稚園、町屋など） 
③地域住民のワークショプによる地域貢献（176 回） 
④地域内循環経済創出（直接1,600 万円。間接11,000 万円） 
⑤高校生や社会人の人材育成など多様な取り組みで、地域価値が向上した。 



⑤地域にある人的資源をつなぎ合わせて
新しい価値を生み出す。 
→登米市内21地区の集落支援員等人材育成
講座で、マッチングによる課題解決策の提案
と実践 
→新たにできたつながりを活かして、現場の事業を
充実化している。 
（星空観察、地域づくり計画、事業コンサル） 

マッチングによる地域課題解決例 

★課題を見つけるコツ 
 ・現場主義 
 ・まちあるき（フィールドワーク） 



マッチングによる地域課題解決例 

１）マッチングカタログ 

資源の見える化と 

マッチング手法のリストを情報共有 



マッチングによる地域課題解決例 

２）マッチングカタログ 

つながりを深め、直接経済を創る 



マッチングによる地域課題解決例 

2015年5月⇒ 5店舗 
2018年5月⇒45店舗 

3年目で登録者130名に 

２）手創り市【石森いろいろ市場】 

手に技・小さなお金・新たな仕事・継続 

2015年5月から2018年6月まで（延べ） 

開催日数 38回 40日 
1出店者あたり
平均売り上げ

20,691円 
 
 

来場者一人あ
たり購入金額

1,319円 

出店者数 984店舗 

来場者数 15,430人 

売上高 
（直接経済効果） 

2,036万円 

間接経済効果 11,200万円 



３）空き家の再生 
無用なもの？ 

資源化方法 

・使いやすく 

・資金づくり 

・情報発信 

・民間のチカラ 

・情熱！ 

マッチングによる地域課題解決例 

  
⇒有用な資源 



４）スターカードゲームの開発 

知的資源を有料化する 

・自然資源＝星 

・つながり＝人（出会い） 

 【知識、デザイン、仕
組み、寄付】 

・見える化 

 【無形を有形に】 
・有料化が実現 

マッチングによる地域課題解決例 



 少しでもご覧いただいたみなさまの
活動のご参考になれば嬉しいですし、
皆様の活動のアイディアや取組など
も教えていただき、相互交流しながら、
お互いに安心で安全な地域になること
を願います。 
 

特定非営利活動法人 故郷まちづくりナイン・タウン 


